


めに新しい技術を使用していることだけでも懸念を引き起こすのに十分だが、それにロシアによる
保有核兵器の拡大及び近代化が加わると、ことの重大性は明白である。

戦略環境における別の変化は、回復力はあるけれど、弱体化しつつある第2次世界大戦後の国際
秩序である。第2次世界大戦においてファシズムが打倒された後の数十年の間、米国と同盟国及びパー
トナー国は、侵略と強制から自国の自由と国民をよりよく保護するため自由で開かれた国際秩序を
構築した。第2次世界大戦終結以来、現行国際秩序は進化し続けているが、米国の同盟国及びパートナー
国とのネットワークが世界規模の安全保障のためのバックボーンであることに変わりない。中国と
ロシアは、現在、現行国際秩序の恩恵を利用しつつ、同時に秩序の内部からその原則と「交通規則」を
骨抜きにして現行国際秩序を弱体化させつつある。

北朝鮮やイランなどのならず者政権は、核兵器の追求、またはテロへの支援により、地域を不安定
化させている。北朝鮮は、核、生物、化学、通常、非通常の全てをおり混ぜた兵器を追求することによっ
て、また、韓国、日本及び米国に対する強制力を獲得するため弾道ミサイル能力を高めようとするこ
とによって、政権の生き残りを保証し、影響力を増大しようとしている。中東においては、イランが、
国家支援のテロ活動、拡大しつつある代理勢力のネットワーク及び自国の目標を達成するためのミ
サイル開発計画を使い、地域での覇権を求め争う一方で、影響力と不安定の弧を主張しつつ、周辺国
と競っている。

（略）

国防総省の防衛目標
国家安全保障戦略を支援しつつ、国防総省は、米国本土を防衛し、世界において傑出した軍事大国

であり続け、勢力の均衡が我が国に有利であり続けることを確実にし、我が国の安全保障及び繁栄
を最も助長する国際秩序を推し進める準備を整える。

中国及びロシアとの長期的な戦略的競争が、国防総省にとっての主要な優先課題であり、米国の
安全保障と繁栄に対して両国が今日もたらしている脅威の重大さ、及びこうした脅威が将来増大す
る可能性があるため、投資を増やし維持することが必要である。同時に、国防省は、北朝鮮やイラン
などのならず者政権を抑止して反撃し、米国へのテロリストの脅威を打破し、資源的に持続可能な
方法に移行しつつ、イラク及びアフガニスタンにおいて米国の利益を確固としたものにするための
努力を維持する。

防衛目標は、以下の項目を含む。
・米国本土を攻撃から防衛すること
・世界及び要となる地域の双方において、統合軍の優位性を維持すること
・敵が我が国の死活的利益に侵略するのを抑止すること
・国内の関係省庁のカウンターパートが、米国の影響力と利益を促進することを可能にすること
・インド洋・太平洋地域、ヨーロッパ、中東及び西半球において、米国にとり有利な、地域における
勢力の均衡を維持すること

・同盟国を軍事的侵攻から防御すること、強制に対抗してパートナー国を支援すること、及び共通
の防衛に対する責任を公平に分担すること

・敵国及び非国家主体による大量破壊兵器の入手、拡散または使用を説得して断念させ、防止また
は抑止すること

・テロリストが米国本土及び米国市民、海外の同盟国とパートナー国に対する国外での作戦行動
を指示または援助するのを防ぐこと

・公共の領域が自由で開かれていることを確実にすることに関する国防総省における考え方、文
化及び管理体制を変革しつつ、引き続き低コストで迅速に成果を達成すること、

・国防総省の業務を効果的に支え、安全保障及び支払い能力を維持する、比類ない21世紀の国家
安全保障上のイノベーション基盤の拠点を確立すること。
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戦略的アプローチ
長期間の戦略的競争においては、外交、情報、経済、金融、インテリジェンス、法の執行及び軍事と

いう、国力における多数の要素を切れ目なく統合することが必要である。他のどの国よりも多く、米
国は、我われが有利であり競争相手が強さに欠ける場所において競争相手に挑戦するイニシャチブ
を握り、競争力のある空間を拡大することができる。より強力な軍隊、強固な同盟及びパートナーシッ
プ、米国流技術革新、及び結果を出す文化が、決定的かつ持続的な米国の軍事的優位性を生み出すで
あろう。

（略）

戦略的には予測可能、作戦上は予測不可能に
長期的な戦略的競争相手を抑止する、または打ち負かすということは、前回の国防戦略において

焦点であった地域的な敵を抑止する、または打ち負かすこととは根本的に異なる課題である。米国
の強さと同盟国との統合された行動は、侵攻を抑制することに対する米国の本気度を示すだろう。
しかし、米国のダイナミックな軍の使用、軍事的態勢、及び軍事作戦には、敵の決定者にとっての予
測不可能性を取り入れるべきである。競争相手を巧みに不利な立場に置き、彼らの努力を妨げ、米国
の選択肢を広げる一方で、競争相手の選択肢をなくし、かつ、彼らを不利な条件下で紛争に対峙せざ
るを得ないようにすることで、同盟国及びパートナー国とともに、米国は彼らに挑戦する。

（以下略）
ジム・マティス

出典:米国防総省HP
https://dod.defense.gov/Portals/1/Documents/pubs/2018-National-Defense-Strategy-Summary.pdf
アクセス日：2020年3月29日
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